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平成23年10月号の主な内容
●平成22年度決算報告
●東日本大震災に伴う
　浪江町避難者等に関する協定締結

９月10日～28日 ９月10日～28日 本宮市敬老会本宮市敬老会

９月10日から28日にかけて、市内各地域で敬老会が開
催されました。各会場では、金婚を迎えられたご夫婦に
対して表彰が行われたほか、子どもたちや地元の方々が
歌や踊りを披露し、ご長寿をお祝いしました。
今年度、敬老会に招待された70歳以上の高齢者の皆さん
は、5,809人です。ご長寿おめでとうございます。
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今年度、敬老会に招待された70歳以上の高齢者の皆さん
は、5,809人です。ご長寿おめでとうございます。
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平成22年度決算報告
本宮市の平成��年度各会計の決算がまとまりました。皆さんから納めていただいた税金がどのように使われたのかをお知らせします。

平成22年度決算の状況

特別会計・企業会計

　限られた予算の中で、節約をしながら運営したので、
すべての会計が黒字となりました。
　また、６月には阿武隈川左岸築堤用地取得事業特別会
計を設置しました。

会　　計　　名 歳　入 歳　出
国 民 健 康 保 険 30億3,�77万円 �9億9,974万円
老 人 保 健 159万円 131万円
後 期 高 齢 者 医 療 �億�,95６万円 �億�,814万円
介 護 保 険 17億６,193万円 17億4,748万円
公 共 下 水 道 事 業 8億６�3万円 7億６,991万円
農 業 集 落 排 水 事 業 5,�58万円 4,840万円
工 業 用 地 造 成 事 業 9億5,00６万円 9億4,790万円
工業用地資産運用事業 1億1,4６5万円 1億1,4６5万円
阿武隈川左岸築堤用地取得事業 �億�,743万円 �億�,６33万円

一般会計

　平成��年度一般会計の決算額は、歳入総額が130億
8,934万円、歳出総額が1�3億1,37６万円で、歳入から歳
出を差引いた収支は7億7,558万円の黒字となりました。
ここから�3年度へ繰り越した事業の財源�億６,６80万円
を差し引いた実質収支額は、5億878万円となり、黒字
決算となっています。
　予算の執行にあたっては、本宮市自主的財政健全化
計画を遵守し、限られた財源の重点的・効率的な配分
を行い、健全な財政運営に努めてきました。

企業会計（水道事業）の決算

市民１人当たりに使われたお金

※Ｈ�3.3.31現在の住民基本台帳の人口で除して算出

費　　　目 １人当たりのお金
民 生 費 10万4,111円
総 務 費 ６万3,39６円
教 育 費 5万3,58�円
土 木 費 4万６,508円
公 債 費 3万5,�71円
衛 生 費 �万7,303円
その他（商工・消防・農林・議会） 5万8,545円

経常的な収支 投資的な収支
収　　入 9億3,89�万円 収　　入 1億�,６�６万円
支　　出 8億858万円 支　　出 ６億17万円

財政用語解説

 歳入 
市　税…市が課税権の主体である税（市民税、固定資産税、軽自動
　　　　車税、市たばこ税、入湯税など）。
地方交付税…一定水準の行政サービスを提供するために国から交付
　　　　されるお金。
国庫・県支出金…国・県の事務、事業を行った場合や社会資本のた
　　　　めの事業など特定の目的の財源として、国や県から交付さ
　　　　れる負担金や補助金など。
市　債…市が行う大規模な建設工事や災害復旧事業などに認められる借入金。
繰入金…地方公共団体の各会計間、一般会計、特別会計、基金など
　　　　の会計間において現金が移動するもの。
繰越金…一会計年度から次の会計年度へ持ち越した金額。

 歳出 
議会費…議会運営、議会広報のための経費。
総務費…一般管理費、徴税費、選挙費など市政を進めるために必要
　　　　な一般的な経費。
民生費…高齢者福祉、保育所運営、生活保護費など福祉のための経費。
衛生費…ごみ処理や生活環境を守るための経費。
農林水産業費…農業振興、林業振興などのための経費。

商工費…商工業振興対策、中小企業振興対策、観光振興などのための経費。
土木費…道路橋りょう、公園整備のための経費。
消防費…消防団運営、消防施設整備、災害対策などのための経費。
教育費…学校教育・社会教育のための経費。
公債費…市が借りているお金の返済のための経費。

依
存
財
源

　　　　自
主
財
源

歳入総額
130億

8,934万円

市税
40億6,599万円
（31.1％）

地方譲与税等
6億1,848万円（4.7％）

　　　　市債
9億4,560万円
（7.2％）

繰入額・繰越金等
20億8,866万円
（16.0％）

民生費
32億9,804万円
　　（26.8％）

その他（商工費・消防費・農林
水産業費・議会費等）
18億5,459万円
（15.0％）

総務費
20億827万円
（16.3％）教育費

16億9,737万円
（13.8％）

土木費
14億7,328万円
（12.0％）

衛生費
8億6,491万円
（7.0％）

公債費
11億1,730万円
（9.1％）

地方交付税
31億2,509万円
（23.9％）

国・県支出金
22億4,552万円
（17.2％）

歳出総額
123億

1,376万円

53.0％ 47.0％
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Ｈ22年度の主な事業

本宮市の借金はどのくらいあるの？

幼保一元化施設整備事業
3,700万円

小学校施設維持管理事業
5,606万円

市民競技力向上対策事業
345万円

教育施設等整備事業基金積立金
4億5,987万円

１. 豊かな心と創造性あふれる
　　　　　　人材育成のまちづくり

市勢映像制作事業
204万円

行政区支援事業
1,880万円

まちづくり出前講座事業
7万円

２. 住民と行政の協働による
　　　　　　自立したまちづくり

小中学生医療費助成事業
6,389万円

子ども手当支給事業
5億8,677万円

重度心身障がい児通学支援事業
34万円

子宮頸がん予防ワクチン
接種事業
359万円

　　３. 共に支えあう
　　　　　やさしいまちづくり

心の健康づくり事業
100万円

乳がん検診事業
625万円

重度心身障がい者医療給付事業
5,308万円

もとみや健康野菜特産化推進事業
24万円

就労教育訓練補助金
2万円

「ちょっと素顔のもとみやの旅」
運営事業補助金
110万円

　　４. 活力ある
　　　　　ふるさとのまちづくり

太陽光発電システム設置費補助金
5,176万円

本宮駅前東口広場整備事業
1億1,824万円

道路や橋の改良・新設・補修
4億8,297万円

　　５. 安全安心な
　　　　　　環境のまちづくり

Ｈ22年度末残高
 市 　 債 　 残 　 高 　213億3,995万円
 債務負担行為残高 　   80億2,655万円 （前年度30６億8,353万円）

現在高一覧

項　　目

会計別
元　金 利　子 合　計

一 般 会 計 13,844,711 1,�75,9６9 15,1�0,６80
地 方 債 13,030,６5６ 1,�47,058 14,�77,714
債 務 負 担 行 為 814,055 �8,911 84�,9６６

公 共 下 水 道 事 業 5,318,37６ 1,0�3,37６ ６,341,75�
地 方 債 5,318,37６ 1,0�3,37６ ６,341,75�

農 業 集 落 排 水 事 業 387,011 117,047 504,058
地 方 債 387,011 117,047 504,058

工 業 用 地 造 成 事 業 ６,34�,440 841,14� 7,183,58�
債 務 負 担 行 為 ６,34�,440 841,14� 7,183,58�

阿 武 隈 川 左 岸 築 堤 用 地 取 得 事 業 �14,400 �,0�4 �1６,4�4
地 方 債 �14,400 �,0�4 �1６,4�4

計 �６,10６,938 3,�59,558 �9,3６６,49６

平成��年度末各会計地方債・債務負担行為現在高一覧
（単位：千円）

市民１人
当たりでは？ （前年度97万円）

Ｈ23. ３.31現
在の住民基本
台帳の人口で
除して算出

293億6,650万円 93万円

平成22年度決算報告
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具体的な使い道

本宮市の貯金はどのくらいあるの？

本宮市の財政は健全なの？

基　金　名 Ｈ��末残高

財 政 調 整 基 金 1�億8,97�万円

教 育 施 設 等 整 備 基 金 4億６,347万円

地 域 福 祉 基 金 4億1,057万円

減 債 基 金 7,543万円

そ の 他 1億7,39６万円

合 計 �4億1,315万円

　基金には、災害が発生したり、経済の急激な変化で税収が減った
りなどといった不測の事態に備えて積み立てている財政調整基金や、
教育施設等の耐震化事業など特定の目的のために
積み立てている基金があります。
　また、平成��年度中は事業完了のため、本宮小
学校整備基金、特別導入事業基金を廃止しました。

基金残高は24億1,315万円

　単年度の収支状況だけでは、財政がどのような状態にあるかわかりません。そこで、市の財政運営に関わるすべ
ての要因を含めて判断するために次の４つの指標を算出します。

実質赤字比率 該当なし イエローカード
13.69％

一般会計に赤字額がどれくらいあるかを表します。

　上記の４つの指標が基準値を上回る場合は、早期健全化団体（イエローカード）、財政再生団体（レッドカード）
となります。早期健全化団体になると財政健全化計画を策定し、計画に基づいて健全化を図ることになります。また、
財政再生団体になると、再生計画の策定や市債などに対して国の管理下におかれるため、自主的な財政運営ができ
なくなります。
　本宮市では、Ｈ��年度決算では４つの指標とも基準を下回りました。しかし、実質公債費比率や将来負担比率について
は高い数値になっていますので、今後も事業の効率化を図り、できる限り節約して健全な財政運営をします。

実質公債費比率 18.3％ イエローカード
25％

　市の財政運営に影響するすべての会計の借入金の返済
に充てた経費がどれくらいあるかを表します。

連結実質赤字比率 該当なし イエローカード
18.69％

　一般会計と特別会計・公営企業会計のすべての会計の
赤字額がどれくらいあるかを表します。

将来負担比率 187.9％ イエローカード
350％

　市の財政運営に影響するすべての会計の借入金の返済、退職手当
などの将来に負担が見込まれる経費がどれくらいあるかを表します。

このページに関するお問い合わせは財政課財政係（内線�3�）へ
　　詳細はホームページでも公表しています。http://www.city.motomiya.lg.jp/

市債残高 債務負担行為残高

臨時財政対策債
50億5,348万円
（23.7％）

臨時財政対策債
50億5,348万円
（23.7％）

商工債　　　　
31億9,800万円
（15.0％）

商工債　　　　
31億9,800万円
（15.0％）

教育債　　　　
23億6,395万円
（11.0％）

教育債　　　　
23億6,395万円
（11.0％）

工業団地　　　
71億8,358万円
（89.5％）

用地の先行取得費等
8億4,297万円
（10.5％）

用地の先行取得費等
8億4,297万円
（10.5％）

土木債
20億9,125万円

（9.8％）

土木債
20億9,125万円

（9.8％）

下水道事業等
68億4,581万円
（32.1％）

下水道事業等
68億4,581万円
（32.1％）

その他（農林・消防等）
17億8,746万円

（8.4％）

その他（農林・消防等）
17億8,746万円

（8.4％）

本宮市自主的財政健全化計画では18.3％で、計
画と同率でした。

昨年度は�11.4％でしたので、�3.5ポイント下が
りました。

財政用語解説

臨時財政対策債…国が交付すべき
お金を地方が借入金でま
かなうこととされたも
の。返済した金額は交付
税に算入されます。

商工債…工業団地造成などのため
の借入金。

教育債…学校教育施設の建設など
のための借入金。

土木債…道路・橋りょうの改良・
新設、公園整備等のため
の借入金。

下水道事業等…下水道・農業集落
排水整備のための借入
金。

平成22年度決算報告
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▲握手を交わす高松本宮市長（右）と馬場浪江町長（左）

11月20日（日）は、
福島県議会議員一般選挙
　　　　　の投票日です

　東日本大震災の影響により延期された福
島県議会議員一般選挙を実施します。ご家
族の有権者の方で、本宮市以外の市町村に
避難されている方は、避難先の市町村で不
在者投票を行うことができます。積極的に
不在者投票制度をご活用ください。

◆問い合わせ先
　本宮市選挙管理委員会事務局
　（総務課内　内線217）

期日前投票所が変更されます。
◆場所／本宮一中体育館　ロビー

　　　　　（旧本宮体育館）

　　　　　（本宮市本宮字舞台33番地）
※白沢総合支所期日前投票所は、変更ありません。

非核・平和都市を宣言
　平成23年６月17日の市議会で「非核・平和自
治体宣言を求める決議」が議決されたことを受
け、市では「非核・平和都市」であることの宣
言について、９月定例議会で議決を得て、次の
とおり宣言しました。

◆問い合わせ先　総務課　（内線211）

非 核 ・ 平 和 都 市 宣 言
　世界の恒久平和実現のために、核兵器を廃絶することは
人類共通の願いであり、緊急課題である。
　核・軍縮を進める気運が高まっている中で、一方では核
兵器や軍備の増強が依然として続けられており、世界の平
和と人類の生存に大きな脅威をもたらしている。
　我が国は、世界唯一の核兵器による被爆国として、核兵
器の脅威と今なお続く被爆者の苦しみを訴え、かかる惨禍
を再び繰り返させないため、全世界の人々に核兵器の廃絶
と軍縮を強く訴えていかなければならない。
　よって、本宮市は、日本国憲法の平和主義の精神に基づ
き、核兵器の廃絶を誓う全世界の人々とともに恒久平和を
希求し、「非核・平和都市」であることを宣言する。
　平成23年９月12日　　　　　　　　　　本宮市

▲浪江町職員の皆さん
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　行政相談委員は、総務大臣が委嘱するもので、役所（国、県、市
町村）をはじめ、ＮＴＴなどの特殊法人などの仕事についての苦情や
意見・要望を受け付け、皆さんと関係行政機関との間に立って、その
解決を促進するよう相談に応じています。
　相談は、無料で、秘密は守られますので、お気軽にご相談ください。

行政相談委員による特設行政相談所を開設します

水泳でジュニア
オリンピック出場
　安田広佳さんは、公認競技
会で優秀な成績をおさめ、第
34回全国 JOC ジュニアオリ
ンピックカップ夏季大会（東
京辰巳国際水泳場開催８月30
日 ）13歳 ～14歳　 背 泳 ぎ50
メートルの部に出場し活躍し
ました。

英語指導助手の先生を紹介します
　JET プログラム（語学指導を行う外国青年招致事業）で来
日し、市内の小中学校で英語指導にあたる英語指導助手のス
ライ先生が、８月26日に本宮市に着任しました。

　本宮市の皆さんこんにちは。虹の国、南アフリカからきましたス
ライです。皆さんにお会いできて、とてもうれしいです。私がアジ
アの国を訪れるのはこれが初めてで、私にとって貴重な体験です。
趣味は太極拳・ヨガ・写真・ランニングなどです。南アフリカには
雪が降らないので今年の冬、スノーボードに挑戦するのをとても楽
しみにしています。日本での新しい生活に、とてもわくわくしてお
り、本宮第一中学校、本宮小学校、本宮まゆみ小学校の皆さんと楽
しく勉強したいと思っています。

氏　名　スライ　ブロンウェン
　　　　（Sly Bronwen）
出　身　南アフリカ ハウテン州 
　　　　ヨハネスブルグ
勤務先　本宮第一中学校

安田広佳さん
（荒井字東畑）

総務省では、本宮市を担当する行政相談委員に、次の２人の方を委嘱しています。

※行政相談委員は、自宅での相談に応じています。
　また、毎月、次のとおり、定例の相談会も行なっています。
■毎月第２水曜日　　午前９時～11時30分
　えぽか（本宮字千代田）☎63－2780
■毎月１日（土日祝日は翌日）　午前９時～11時30分
　白沢老人福祉センター（和田字石上）　☎44－2133

◆問い合わせ先　生活安全課（内線114）

　９月号４ページで紹介した内容に誤りが
ありました。おわびして訂正いたします。

サッカーで東北大会出場
　　　　　（誤）武田　怜央さん
　　　　　（正）武田　玲央さん

ここから下は広告欄です。

■日時　10月17日（月）
　　　　午前10時～午後３時
■場所　えぽか ☎63―2780
　　　　（本宮字千代田）

●井上　進さん
住所：本宮字馬場12

☎33－2505

●鈴木悦雄さん
住所：白岩字根岸463-2

☎44－2026

おわび

10月17日（月）～23日（日）は「行政相談週間」です。

メッセージ

【
行
政
相
談
委
員
】
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ここから下は広告欄です。内容についてのお問い合わせは、直接、広告主の方へお願いします。

認知症の方の介護保険サービスについて
　認知症とは、いろいろな原因で脳が萎縮したり、働きが低下したために、物忘れや理解・判断力
の低下など、日常生活に支障をきたす状態を指します。
　たとえ身体的には問題がなくても、認知症により日常生活に支障があり、家族の見守りや介助が必
要な方は、要介護認定の申請をすることができます。申請をすると、主治医の意見書や認定調査の
結果をもとに介護度が判定され、その結果に応じて介護保険のサービスを利用することができます。

在宅サービス
・通所介護、通所リハビリテーション
　送迎し、食事、入浴、レクリエーション、リハビリな

どの支援を日帰りで行う。デイサービス、デイケアと
呼ばれる。

・訪問介護
　ヘルパーが訪問し、身の回りや家事の援助を行う。
・訪問入浴介護
　介護士と看護師が訪問し、浴槽を提供して入浴の介

護を行う。
・訪問リハビリテーション
　リハビリの専門職が訪問し、リハビリテーションを行う。
・訪問看護
　看護師が訪問し、療養上の世話や診療の補助をする。
・福祉用具貸与
　つえ、歩行器、ベッド、車いす、認知症老人徘徊感知

機器などの貸し出しを行う。
・特定福祉用具販売
　排せつや入浴に使用する用具の購入費を補助する。
・住宅改修
　手すりの設置、段差の解消などの工事費を補助する。
・短期入所　生活・療養介護
　施設に短期間入所して、日常生活の支援や機能訓練

を受ける。ショートステイと呼ばれる。

施設サービス
・特別養護老人ホーム
　常時介護が必要で居宅での生活

が困難な人に、日常生活上の支
援や介護を行う。

・介護老人保健施設
　状態が安定している人が在宅復

帰できるよう、リハビリテー
ションを中心としたケアを行
う。

地域密着型サービス
・認知症対応型共同生活介護
　認知症高齢者がスタッフの介護

を受けながら共同生活する。グ
ループホームと呼ばれる。

　サービスを利用することによって、本人の生活の質の向上や、ご家族の身体的・精神的負担の
軽減が期待できます。介護保険の申請を希望する方は、まずは主治医へ相談してみましょう。
　また、申請方法、認知症の症状や介護保険サービスの利用などについて、ご心配なことがあり
ましたら、地域包括支援センターまでご相談ください。

◆問い合わせ先　本宮市地域包括支援センター　☎33－1111（内線116）

主な介護保険サービス

司法書士遠藤宏文事務所

相続手続は済んでますか？
ご相談ください！（相談無料、土日も相談可能）

郡山市桑野４－７－19－306
TEL 024－953－6114

その他　遺言書、贈与、不動産登記、債務整理・破産
　　　　裁判所への提出書類作成、日常トラブルなど

お直し工房
ロゼクリーニング本宮店 (有)カミカワ
■お問合せ　TEL33ー4512

衣料品全般
こんなお困りありませんか

・なんか体に合わない！・なんかみっともない！
・サイズが大きい・小さい・長い・短い！
・お譲り品で体に合せたい・病気で痩せてしまった！

礼服
クリニック

もったいない
運動推進中！

直して着る

学生服全般

買うよりお得！
紳士・婦人礼服
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みんなのひろば
バスケットを通して

私の随想録

こどものひろばこどものひろば
本宮市立五百川小学校

安齋　好孝　校長

【児　童　数】
318名（平成23年９月１日現在）

根本さんは、現在ダイエット中だそう
ですが、一日一本のアイスがたまらな
いとのこと。バスケットボールが大好
きで特技も断然バスケットボールと語
るスポーツマンです。

根　本　孝　秀さん
NEMOTO　TAKAHIDE

（本宮字一ツ屋）

今月の人

　

昭
和
55
年
に
白
沢
の
和
田
地
区

に
生
ま
れ
、
和
田
小
学
校
、
白
沢

中
学
校
、
二
本
松
工
業
高
校
を
卒

業
後
、
地
元
の
企
業
に
就
職
し
て

今
は
結
婚
し
、
本
宮
に
住
ん
で
い

ま
す
。

　

現
在
私
は
、
白
沢
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
コ
ー

チ
を
し
て
い
ま
す
。
ミ
ニ
バ
ス
ケ
の

コ
ー
チ
を
始
め
た
の
は
12
年
前
で

当
時
６
年
生
だ
っ
た
子
ど
も
は
24

歳
に
な
り
、
時
が
た
つ
の
は
早
い
も

の
だ
と
痛
感
し
て
い
ま
す
。

　

中
学
生
の
時
か
ら
18
年
間
や
っ
て
き
て
、

特
に
こ
の
12
年
間
バ
ス
ケ
ッ
ト
を
続
け
た
か

ら
こ
そ
分
か
っ
た
事
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は

「
人
を
成
長
さ
せ
る
の
は
人
」
だ
と
い
う
事

で
す
。
私
は
何
百
人
も
の
大
人
、
そ
し
て

子
ど
も
た
ち
と
出
会
い
ま
し
た
。
当
然
の

事
で
す
が
十
人
十
色
で
す
。
色
々
な
人
と

出
逢
い
、
会
話
を
し
、
指
導
を
す
る
事
で

知
識
・
情
報
・
考
え
方
・
そ
し
て
伝
え
方
・

伝
わ
り
方
を
学
ん
で
、
少
し
は
自
分
自
身

が
大
人
に
な
れ
た
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

私
は
バ
ス
ケ
ッ
ト
を
通
し
て
感
じ
る
事

は
、
少
年
団
は
子
ど
も
だ
け
が
成
長
す
る

場
所
で
は
な
く
、
傍
で
見
届
け
る
保
護
者

ま
た
は
少
年
団
に
関
わ
る
大
人
も
一
緒
に

成
長
で
き
る
場
所
だ
と
思
う
の
で
す
。
そ

う
い
う
場
所
が
あ
る
事
が
大
事
で
、
そ
う

い
う
場
所
や
環
境
を
作
っ
て
い
け
た
ら
と

思
い
ま
す
。

　

ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
の
精
神
で
「
友
情
・
微

笑
み
・
フ
ェ
ア
プ
レ
ー
」
と
い
う
言
葉
が
あ

り
ま
す
。
コ
ー
ト
の
中
で
は
敵
で
も
試
合

が
終
わ
れ
ば
同
じ
ス
ポ
ー
ツ
を
す
る
仲
間

と
い
う
考
え
、
辛
い
練
習
も
頑
張
っ
て
乗

り
越
え
、
た
と
え
い
い
結
果
が
出
な
か
っ
た

と
し
て
も
最
高
の
プ
レ
ー
が
で
き
た
喜
び
、

す
べ
て
の
事
に
正
々
堂
々
と
立
ち
向
か
う

強
い
心
。
こ
の
精
神
を
自
分
に
言
い
聞
か

せ
る
と
と
も
に
子
ど
も
た
ち
に
伝
え
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

◇　

◇　

◇

　

来
月
は
、
阿
部
憲
夫
さ
ん
（
糠
沢
字
光

が
丘
）
の
予
定
で
す
。

　

本
校
は
昭
和
41
年
に
青
田
、

荒
井
、
仁
井
田
の
３
校
が
統
合

し
て
で
き
た
学
校
で
す
。
教
育

目
標
「
ひ
と
り
で
で
き
る　

み

ん
な
と
で
き
る　

た
く
ま
し
く

力
の
か
ぎ
り
」
は
、
人
と
人
と

の
関
わ
り
を
重
視
し
た
教
育
を

基
盤
に
、
思
い
や
り
や
真
剣
に

学
ぶ
子
ど
も
の
育
成
を
目
指
し

た
も
の
で
す
。　

　

本
校
の
シ
ン
ボ
ル
は
、
ひ
ま

わ
り
で
す
。
明
る
く
元
気
な
子

ど
も
に
育
っ
て
ほ
し
い
と
い
う

願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

校
舎
周
辺
の
花
壇
に
は
、
地
域

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
の
ご
協
力

に
よ
り
た
く
さ
ん
の
ひ
ま
わ
り

が
き
れ
い
に
咲
き
、
私
た
ち
を

見
守
っ
て
い
ま
す
。
学
校
生
活

で
も
、
毎
日
の
授
業
や
休
み
時

間
に
は
子
ど
も
た
ち
の
明
る
い

笑
顔
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
本
校
で
は
、
１
年
生

か
ら
６
年
生
ま
で
力
を
合
わ
せ

て
活
動
す
る
縦
割
り
の
「
ひ
ま

わ
り
班
活
動
」
が
あ
り
ま
す
。

　

７
月
に
は
、
震
災
で
避
難
さ

れ
た
方
々
の
役
に
立
ち
た
い
と

い
う
思
い
か
ら
、
ひ
ま
わ
り
班

ご
と
に
、
涼
し
さ
を
感
じ
さ
せ

る
絵
や
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
工
夫
し

た
手
作
り
う
ち
わ
と
カ
レ
ン

ダ
ー
な
ど
を
贈
り
ま
し
た
。
上

級
生
が
下
級
生
に
優
し
く
教
え

な
が
ら
全
校
生
で
心
を
こ
め
て

作
っ
た
も
の
で
す
。

　

10
月
１
日
に
は
、
こ
の
ひ
ま

わ
り
班
で
四
色
の
組
に
分
か
れ

▲

五
百
川
小
学
校
校
舎

▲白沢ミニバスケットボールスポーツ少年団の
皆さんと根本さん（三列目右）
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て
行
う
恒
例
の
運
動
会
（
四
色

対
抗
運
動
会
）
が
実
施
さ
れ
ま

す
。
今
年
度
は
、
演
技
数
は
減
っ

て
し
ま
い
ま
す
が
、
子
ど
も
た

ち
は
自
分
た
ち
の
種
目
や
係
で

活
躍
す
る
こ
と
を
今
か
ら
と
て

も
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

■
委
員
会
の
活
動

　

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
会
（
本
年
８
月
か
ら

ス
ポ
ー
ツ
基
本
法
の
制
定
に
伴
い
、
体
育
指

導
委
員
会
の
名
称
が
変
更
さ
れ
ま
し
た
。）

は
、
昭
和
36
年
に
ス
ポ
ー
ツ
振
興
法
の
制
定

と
と
も
に
組
織
化
さ
れ
、
教
育
委
員
会
か
ら

委
嘱
さ
れ
て
活
動
す
る
委
員
会
で
す
。
住

民
の
皆
さ
ん
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
な
ど
の
活
性

化
を
図
り
、
実
技
指
導
や
学
校
・
行
政
機

関
の
行
う
事
業
開
催
の
協
力
な
ど
を
行
っ
て

い
ま
す
。
任
期
は
２
年
で
現
在
18
人
の
委
員

の
皆
さ
ん
が
市
民
体
力
テ
ス
ト
を
主
催
事
業

と
し
て
様
々
な
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
の
運
営

▲「これからはスポーツの秋、もとみや駅伝やふ
くしま駅伝があります」と話す桜井委員長

本
宮
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
会

（
旧
体
育
指
導
委
員
会
）

委
員
長  

桜
井 

弘
和 

さ
ん

協
力
を
し
て
い
ま
す
。

■
委
員
長
と
し
て
の
思
い

　

私
は
、
平
成
15
年
の
４
月
か
ら
体
育
指

導
員
と
し
て
４
期
８
年
、
委
員
の
皆
さ
ん
の

ご
協
力
を
い
た
だ
き
微
力
な
が
ら
務
め
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
最
初
は
、
委
員
会

と
し
て
何
を
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
よ
い

の
か
わ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
ひ
と
つ
メ

イ
ン
と
な
る
事
業
と
し
て
「
あ
な
た
の
体
力

年
齢
は
？　

年
に
一
度
自
分
の
体
力
を

チ
ェ
ッ
ク
し
よ
う
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

に
体
力
測
定
会
を
開
催
し
、
今
年
で
８
回
を

数
え
る
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。
ス
ポ
ー
ツ
推

進
委
員
会
に
対
し
て
ス
ポ
ー
ツ
事
業
な
ど
の

ご
意
見
・
ご
要
請
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
ぜ
ひ

一
声
か
け
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
震
災
の
影
響
で
使
用
で
き
な
い
、
ス

ポ
ー
ツ
施
設
が
一
日
も
早
く
使
用
で
き
「
ス

ポ
ー
ツ
の
街
本
宮
・
ガ
ン
バ
ル
本
宮
」
に
な

れ
る
よ
う
助
力
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

■
私
の
趣
味

　

趣
味
と
言
っ
て
い
い
の
か
わ
か
り
ま
せ
ん

が
、
現
在
ま
ゆ
み
少
年
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
ク
ラ

ブ
で
お
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。
少
年
野
球

と
の
出
会
い
は
若
葉
少
年
野
球
チ
ー
ム
の
監

督
を
引
き
受
け
た
時
か
ら
で
す
。
子
ど
も
た

ち
が
中
・
高
校
生
に
な
っ
て
も
心
身
と
も
に

立
派
な
野
球
選
手
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
思
い

な
が
ら
い
つ
の
間
に
か
25
年
が
過
ぎ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
家
族
に
は
「
も
う
年
な
ん
だ
か

ら
」
と
体
を
心
配
さ
れ
ま
す
が
、
野
球
を

や
っ
て
い
る
子
ど
も
の
真
剣
な
表
情
と
笑
顔

を
見
る
と
、
も
う
少
し
頑
張
っ
て
み
よ
う
か

な
と
思
う
ん
で
す
。

Interview No.16

活躍人訪問

秘 情報
エフエ ム モ　ッ　ト コム

《パーソナリティ紹介》
◆ラジオネーム：
　ウェイビィ
◆本　名：
　渡辺　奈美
◆出　身：
　郡山市

◆趣　味：料理・パン作り・短歌
◆担当番組：おもしろヒルミネーション
　　　　　　　（毎週木曜日　午前11時～）
　　　　　　　（毎週金曜日　午前11時～）
◆リスナーに一言：
　お昼のひととき、ぜひ聴いてくださいね～♥

あの声は、私です…

▼昨年度の四色対抗運動会応援風景

▲縦割りひまわり班活動では、
震災で避難されている方々に
カレンダーを作りました
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　８月22日から９月16日まで相模女子大学の学生
18名が本宮市を訪れました。これは地域活性化のた
め地域協働活動事業の一環として、農家民泊をしな
がら様々な体験活動を行ったものです。また、８月
24日には学生５人が市役所を訪れ、高松市長に手作
りのフォトブックを手渡しました。中には農業体験
時の写真や手書きのメッセージが綴られ、市長のほ
か、農業体験の協力農家の方へも手渡されました。

農業を体験
　　　　　～相模女子大学の学生来訪～

カ メ ラ 散 歩 まちの
ホットな話題

秘書広報課広報広聴係
☎33－1111（内線 224）

カメラ散歩では、皆さんの「ホットで楽しい」話題を掲載しています。皆さんからの情報もお待ちしています。

大学生と交流
　　　　　～日本大学の学生と交流～

▲フォトブックを手渡す相模女子大の皆さん

▲贈られたフォトブック
～学校での企画で、本宮に行
き豊かな自然・心優しい方々
とのふれあいがあり、私は本
宮がとても大好きになりまし
た。また、絶対に遊びに行き
ます～
フォトブックメッセージより

　８月10日・11日、市内の農家の皆さんが東京都に
行き、本市と交流を続けている日本大学の学生と交
流を行いました。参加したのは、農作業体験受け入
れや農家民泊を行っている方を始めとする農家10
人、日本大学経済学部新海ゼミの学生10人で、同大
の新海先生や吉村先生を中心に、２日間に渡り交流
が進められました。アンテナショップや市場を見学した際には、参加した農家の方や学生が施設
案内人に積極的に質問をするなど、熱心に話を聞いていました。

▲東京都大田市場を見学

安全でおいしいしいたけ
　　　　　～福島県原木椎茸生産者の会決起大会～

　８月23日、東京電力福島第一原発事故に伴う被害によ
る県原木椎茸生産者の会の決起大会が白沢公民館で開か
れました。
　原木しいたけの出荷制限が続く中（９月７日に原木しいたけ
（施設）の出荷制限は解除されています）、県内各地域のしいたけ生
産者の現状の報告のあと、損害賠償の早期完全実施や風
評被害対策を国や東電に求める決議文を採択しました。▲ガンバロウ三唱
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震災後のストレスをどう乗り越えるか
～心とからだのケア研修教育講演会～

　８月24日、本宮市と大玉村の保育士・教職
員を対象とした教育講演会が、白沢公民館で
行われました。これは、本宮方部特別支援教
育推進協議会が主催し、子どもたちが東日本
大震災で受けたトラウマやストレスをどのよ
うに取り除くことができるかを、兵庫教育大
学発達心理臨床研修センターの冨永良喜教授
を講師に開催されたものです。参加した先生
たちは熱心に聞き入っていました。

▼熱心に耳を傾ける先生たち

一緒に遊ぼう！
～工房ばぶ曵田さんからパズルのプレゼント～

　８月29日、東京都町田市で工房を営む曵田
宏さんが、白沢保育所を訪れ木製の手作りパ
ズル５個をプレゼントしました。曵田さんは、

「福島の子どもたちを元気にしたい」と保育所
の子どもたちとプレゼントしたパズルをした
り、一緒に紙芝居や紙飛行機で遊びました。
　子どもたちは、大喜びで元気な笑顔を見せ
ていました。

▲工房ばぶ曵田さんを囲んで記念撮影

▲冨永良喜先生

世代を越えて
～郡山女子大学生と高齢者が交流～

　郡山女子大学と本宮市の地域連携事業である、「高
齢者いきいき交流事業」が８月20日と９月３日に、
えぽかで行われました。岩根下町ふれあいサロン、
８区ふれあいサロンの皆さんと学生が参加し、学生
の皆さんの企画、進行により、体を動かしながら歌
を歌ったり、みんなでフラダンスを踊るなど、楽し
いひとときを過ごしました。昨年度から行われてい
るこの事業は、高齢者の方々の心身の活性化と社会
参加・介護や社会福祉を学ぶ学生のコミュニケーショ
ン力や福祉の
心を育むこと
を 目 的 に、２
月まで月１回
開催されます。

▲郡山女子大の皆さんとふれあいサロンの皆さん

練習の成果を発表
～白沢中学校吹奏楽部メイプルコンサート～

　白沢中学校吹奏楽部第８回メイプルコ
ンサートが、８月28日白沢中学校体育館
で行われました。
　部員41人が、日ごろの練習の成果を披
露しました。３月に卒業した先輩たちも
参加しての演奏もあり活気あふれる演奏
会となりました。

▲白沢中学校吹奏楽部の皆さん
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　結核は過去の病気ではありません。
　福島県内では、平成22年に247名の方が新たに結核を発症しています。
　そのうち、約６割が65歳以上の方です。（平成22年：153名（61.9％））
　結核は人から人にうつる感染症で、自分が結核だと気づかずに周りの人々にうつしてしまうこ
とがあります。
　結核は早期発見・早期治療により治すことができますので、結核に関心を持ち、正しい知識を
身につけましょう。

結核はどんな病気？
　　結核とは、結核菌によって主に肺に炎症を起こす

病気です。
　　結核を発病し重症化している人の咳やくしゃみの

しぶきには、結核菌が含まれています。
　　このしぶきの水分が蒸発して、結核菌だけが空中

に漂って飛び、それを周りの人が直接吸い込むこと
によってうつります。

　　「もしかして結核？」と思ったら、医療機関を受
診しましょう。また、人にうつさないために、せき
が出る時はマスクをつけましょう。

　　結核は、６カ月間毎日きちんと薬を飲めば治りま
す。しかし、治療の途中で服薬をやめてしまえば治
りません。それどころか菌は抵抗力をつけ、薬が全
く効かない多剤耐性菌になることも
あります。

こんな時はすぐ病院へ！
　長引く咳（２週間以上）
　長引く熱
　たんがでる
　長引く体のだるさ
　胸の痛み
　急に体重が減る
重症になる前に早期に受診しましょう

発見されにくい高齢者の結核
　咳やたんなど目立った症状が表れに

くいのが、高齢者の結核の特徴です。
　食欲がない・元気がない・体重減少・

微熱などの症状しか出ない場合があ
ります。

　日頃から健康状態に注意しましょう。

６5歳以上の方は、年に１回胸部レントゲンを受けま
しょう。また、健診等で胸部レントゲン検査の精密
検査が必要となった場合は、自覚症状がなくても必
ず受診しましょう。

生後６ヵ月までにBCG接種を受けましょう
　BCG は結核に対する免疫をつけて、乳児の重症
化を防ぐ予防接種です。
　生後３～６カ月に必ず BCG 接種を受けましょう。

複十字シール募金にご協力ください
　複十字シール募金とは、結核やその他の胸部疾
患をなくすための事業資金を集めるために行われ
ている募金活動です。
　本宮市では、健康を守る連盟が毎年募金活動を
行っています。昨年の募金額は、350,269円でした。
今年度も募金活動がはじまりますので、市民の皆
さんのご協力をお願いいたします。

◆問い合わせ先　保健課（えぽか内）　健康増進係　☎63－2780

咳がなおらない…

　　　　それって結核かも…
体がだる～い
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・
所
得
の
低
い
世
帯
の
方
は
、
保
険
料

が
軽
減
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
世
帯

主
お
よ
び
被
保
険
者
の
方
が
未
申

告
の
場
合
は
軽
減
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

・
75
歳
の
誕
生
日
の
前
日
ま
で
市
町
村

の
国
保
・
国
保
組
合
以
外
の
各
健

康
保
険
組
合
に
加
入
し
て
い
た
方

は
、
保
険
料
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。
た

だ
し
、
各
健
康
保
険
組
合
か
ら
資

格
を
喪
失
し
た
証
明
書
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

※
75
歳
に
な
る
前
月
に
は
、
保
険
証
を

送
付
い
た
し
ま
す
。
そ
の
際
、『
健

康
保
険
被
扶
養
者
資
格
喪
失
証
明

書
』
を
同
封
い
た
し
ま
す
の
で
、
各

健
康
保
険
組
合
か
ら
証
明
を
受
け

国
保
年
金
係
へ
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

・
原
則
と
し
て
特
別
徴
収
（
年
金
天
引

き
に
よ
る
納
め
方
）
さ
れ
ま
す
。
た

だ
し
、
次
の
よ
う
な
方
は
普
通
徴
収

（
納
付
書
ま
た
は
口
座
振
替
に
よ
る

納
め
方
）
と
な
り
ま
す
。

①
年
金
の
年
額
が
、
18
万
円
未
満
の

方
②
後
期
高
齢
者
医
療
の
保
険
料
と
介

護
保
険
の
保
険
料
の
合
算
額
が
、

年
金
額
の
２
分
の
１
を
超
え
る
方

※
８
月
の
上
旬
に
23
年
度
の
『
保
険
料

額
決
定
通
知
』
と
『
納
入
通
知
書
』

を
郵
送
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
ご
覧

く
だ
さ
い
。

③
年
度
の
途
中
で
75
歳
に
な
っ
た
方
や

転
入
さ
れ
た
方

※
特
別
徴
収
の
方
で
も
希
望
に
よ
り
口

座
振
替
に
よ
る
納
付
を
選
択
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
口
座
振
替
を
希

望
す
る
方
は
、
口
座
の
あ
る
金
融
機

関
へ
通
帳
と
届
出
印
を
持
参
し
『
本

宮
市
税
等
口
座
振
替
依
頼
書
』
を

金
融
機
関
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

【
均
等
割
額
（
１
人
当
た
り
の
定
額
）】

　

４
万
円

【
所
得
割
額
（
所
得
に
応
じ
た
額
）】　 

　

課
税
対
象
額
×
７
・
６
％

※
保
険
料
の
上
限
は
50
万
円

※
賦
課
対
象
額
は
前
年
の
所
得
か
ら

33
万
円
引
い
た
額

　

な
お
、
現
在
の
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
は
、
国
に
お
い
て
社
会
保
障
と
税

の
一
体
改
革
の
中
で
見
直
し
が
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
制
度
の
詳
細
が
決
定
し

ま
し
た
ら
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

市
民
課　

国
保
年
金
係

 

（
内
線
１
２
５
～
１
２
７
）

・
75
歳
以
上
の
方
（
75
歳
の
誕
生
日
か

ら
）

・
65
歳
以
上
75
歳
未
満
で
一
定
の
障
が

い
が
あ
る
方
（
本
人
が
申
請
を
し
認

定
を
受
け
た
日
か
ら
）

・
75
歳
に
な
っ
た
と
き

・
65
歳
以
上
の
方
が
一
定
の
障
が
い
が

あ
る
と
認
定
さ
れ
た
と
き

・
県
外
か
ら
転
入
し
た
と
き
（
異
動
前

の
住
所
地
よ
り
受
け
取
っ
た
『
後
期

高
齢
者
医
療
負
担
区
分
等
証
明
書
』

を
転
入
時
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
）

・
県
外
へ
転
出
し
た
と
き
（
市
民
課
国

保
年
金
係
よ
り
『
後
期
高
齢
者
医

療
負
担
区
分
等
証
明
書
』
を
受
け

取
り
転
出
先
へ
提
出
し
て
く
だ
さ

い
）

・
死
亡
し
た
と
き

・
65
歳
以
上
の
方
で
一
定
の
障
が
い
の

状
態
に
該
当
し
な
く
な
っ
た
と
き
、

ま
た
は
申
請
を
取
り
下
げ
た
と
き

※
県
内
で
の
異
動
の
場
合
は
、『
後
期

高
齢
者
医
療
保
険
者
に
係
る
異
動

連
絡
票
』
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で

国
保
年
金
係
へ
お
申
し
出
く
だ
さ

い
。

・
被
保
険
者
一
人
ひ
と
り
に
納
め
て
い

た
だ
き
ま
す

・『
均
等
割
額
』
と
『
所
得
割
額
』
の

合
計
額
と
な
り
ま
す

・
資
格
を
取
得
し
た
場
合
や
市
外
か
ら

転
入
し
た
と
き
は
、
そ
の
月
か
ら
賦

課
さ
れ
ま
す
。

・
市
外
へ
転
出
し
た
と
き
や
死
亡
し
た

場
合
は
、
そ
の
月
の
前
月
ま
で
の
保

険
料
を
負
担
い
た
だ
き
ま
す
。

　

被
保
険
者
と
な
る
方

国
保
だ
よ
り

K
O

K
U

H
O

D
A

Y
O

R
I

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
つ
い
て

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
と
は
、
75
歳
以
上
の
方
と
６5
歳
以
上
の
一
定
の

障
が
い
が
あ
る
方
で
、
認
定
を
受
け
た
方
が
加
入
す
る
医
療
制
度
で
す
。

　

加
入
す
る
と
き

　

や
め
る
と
き

　

保
険
料
は

　

保
険
料（
均
等
割
額
＋
所
得
割
額
）

の
算
定
方
法
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学び・文化・スポーツの広場 ◆問い合わせ先
生涯学習センター（中央公民館内）
本宮字矢来39－１　☎33－2611
白沢公民館
白岩字堤崎500　　 ☎44－2350The CORNER of LEARNING / CULTURE / SPORTS

　

中
央
公
民
館
で
は
、
７
月
２

日
か
ら
４
回
コ
ー
ス
で
、
生
涯

学
習
講
座
「
初
め
て
の
パ
ッ
チ

ワ
ー
ク
で
バ
ッ
グ
作
り
」
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

Ｑ
ｕ
ｉ
ｌ
ｔ 

Ｋ 

ａ
ｎ
ｄ 

Ｍ

主
宰
の
渡
辺
真
弓
先
生
を
講
師

に
お
迎
え
し
て
、
パ
ッ
チ
ワ
ー

ク
の
基
本
的
な
縫
い
方
、
き
れ

い
に
仕
上
が
る
コ
ツ
な
ど
を
学

び
な
が
ら
バ
ッ
グ
を
作
り
ま
し

た
。

　

初
回
は
、
黙
々
と
針
を
進
め

て
い
ま
し
た
が
、
回
を
重
ね
る

ご
と
に
、
は
ぎ
合
わ
せ
た
布
が

形
に
な
っ
て
い
く
パ
ッ
チ
ワ
ー

ク
の
喜
び
を
感
じ
つ
つ
、
和
気

あ
い
あ
い
と
楽
し
み
な
が
ら

バ
ッ
グ
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。

　白沢ふれあい文化ホールでは、８月25日か
ら31日まで「絵本・児童文学作家による応援
メッセージ・直筆画展」を開催しました。
　この展覧会は、被災地で不安を抱えている
子どもたちの心をうるおすために、本と本に
関わる様々な活動を行っている〈あしたの本
プロジェクト〉の一環として開催されまし
た。全国巡回展の最終会場となった文化ホー
ルには、絵本・児童文学作家130人から届い
た被災地を応援するメッセージや直筆画256
点の作品が展示されました。展示されている
心 の こ も っ た 作 品
に、会場を訪れた親
子連れや子どもたち
が 見 入 っ て い ま し
た。

パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
で
バ
ッ
グ
作
り

～
生
涯
学
習
講
座
～

絵本・児童文学作家による
　応援メッセージ・直筆画展

　応援メッセージ・直筆画展との共催事業と
して、８月28日に「おはなし会＆音楽コンサー
トを開催しました。おはなし会では、展示さ
れている原画の絵本の読み聞かせや、季節に
合った手袋人形、紙しばいを行いました。
　後半は、「本宮オカリナサークル」のみなさ
んによる童謡や唱歌の演奏、歌の披露などを
行いました。懐かしい曲やオカリナの素朴で
心にしみる音楽に、来場した親子も一緒に
なって心から楽しんでいるようでした。

おはなし会＆音楽コンサート

東日本大震災被災地支援　子どもたちへ～あしたの本プロジェクト～

　

中
央
公
民
館
で
は
、
今
年
も

７
月
か
ら
高
齢
者
を
対
象
と
し

た
『
本
宮
ふ
れ
あ
い
塾
』（
高
齢

者
学
級
）を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

８
月
３
日
の
第
２
回
学
習
会

で
は
、
日
本
３
Ｂ
協
会
公
認
指

導
員
加
藤
元
子
先
生
の
指
導
の

も
と
、ボ
ー
ル
、
※
注
ベ
ル
タ―

、

ベ
ル
と
い
う
３
つ
の
道
具
を

使
っ
た
手
軽
な
３
Ｂ
体
操
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
し
た
。

　

受
講
生
は
、
先
生
の
テ
ン
ポ

の
あ
る
話
術
と
動
き
に
リ
ー
ド

さ
れ
、
音
楽
に
合
わ
せ
て
楽
し

く
体
を
動
か
し
、
日
ご
ろ
の
運

動
不
足
や
ス
ト
レ
ス
を
解
消
し

ま
し
た
。

※
注　
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に
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て
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操
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本
宮
ふ
れ
あ
い
塾
～
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本宮は　みんなが愛する　本の街
からのしらさわ夢図書館

中央公民館図書室ご案内

◆問い合わせ先
しらさわ夢図書館
　白岩字堤崎500（☎44－2112）

中央公民館図書室
　本宮字矢来39－１（☎33－2611）

［絵本・児童書・紙芝居］ ［一般書・実用書］

●妊婦さんへのおはなし会
と　　き：10月28日（金）10：30～10：50
と こ ろ：しらさわ夢図書館　視聴覚室
ないよう：おなかの赤ちゃんへの絵本の読み聞かせやわ

らべうた、ふれあいあそびなどを、実際に一
緒に行います。（このおはなし会の後、赤ちゃ
んおはなし会にも参加できます。）

対　　象：妊婦さんとその家族

●赤ちゃんおはなし会
と　　き：10月28日（金）11：00～11：20
と こ ろ：しらさわ夢図書館　視聴覚室
ないよう：赤ちゃんへの絵本の読み聞かせやわらべう

た、親子でのふれあいあそびなどを行いま
す。また赤ちゃんへの接し方や子育て豆知
識などについてもお話します。

対　　象：赤ちゃん（２才くらいまで）とその保護者

しらさわ夢図書館のおはなし会

中央公民館図書室のおはなし会

※これらの図書は、どちらの窓口からも借りることができます。ただし、移送などで少々時間を頂く場合がありますので、ご了承ください
　（視聴覚資料は、図書館でのみ貸出・返却となります）。

新着本
・よむ、かく、わかる！算数教室　入門編 北山義晃
・のんびり転校生事件……………………… 後藤竜二
・江戸の算数１～３………………………… 西田知己
・ちびすけどっこい………………… こばやしえみこ
・やまたのおろち…………………………… 羽仁　進
・名探偵ものしりクイズ…………… はやみねかおる
・ねこのいえ……………… サムイル　マルシャーク
・わたしのひかり…………………… モリー　バング
・絵本マボロシの鳥………………………… 藤城清治

イベ ント

・第三の敗戦………………………………… 堺屋太一
・脳育ての黄金ルール…………………… 黒川伊保子
・福島原発の真実………………………… 佐藤栄佐久
・憂鬱でなければ、仕事じゃない………… 見城　徹
・心をつなぐニュース……………………… 池上　彰
・日本人の誇り……………………………… 藤原正彦
・ラーメンマップ宮城・山形・福島…… はんつ遠藤
・シリコンスチーマーでかんたん！
　楽うまレシピ……………………………… 大越郷子

キャラクター
モトム（本夢）くん

※図書館・図書室の行事については、その都度内容が若干変わる場
合があります。あらかじめご了承ください。

●定例おはなし会
と　　き：10月８日（土）10：30～11：30
と こ ろ：中央公民館　児童室
ないよう：絵本の読み聞かせ、紙しばい、エプロン

シアター、パネルシアター、工作など
対　　象：幼児とその保護者

●ジュニア読書教室
と　　き：10月29日（土）14：00～14：45
と こ ろ：しらさわ夢図書館　視聴覚室
ないよう：読み聞かせ、ストーリーテリング、ブックトー

クなど本に興味をもって、自分で読むことが
楽しくなる内容です。

対　　象：小学生とその保護者、子どもの本に興味の
ある大人

●リトルおはなし会
と　　き：10月30日（日）11：00～11：30
と こ ろ：しらさわ夢図書館　視聴覚室
ないよう：読み聞かせ、紙芝居、手袋人形、エプロンシ

アターなど、お話や絵本を親子で楽しめる
プログラムです。

対　　象：幼児（未就学児くらいまで）とその保護者

「読書の街もとみや」推進事業　本宮市学校図書ボランティア養成講座　開催のお知らせ
　本宮市内の学校や保育所・幼稚園などで、本の整理や補修をしたり、子どもたちに読み聞かせなどの読書活動の支援を行う
ボランティアの養成を目的とした講座を以下のとおり開催します。参加をご希望の方は、下記までお申込みください。（参加無料）
１．開催内容（４回コース）・開催日時・開催場所
　①講話・実技『学校図書館の本の整理や補修の仕方について』
　10／25　10：00～11：30　しらさわ夢図書館視聴覚室
　②講話・実技『本の魅力的な見せ方、紹介の仕方について』
　11／18　10：00～11：30　しらさわ夢図書館視聴覚室
　③講話　『子どもに本を選んで読んであげること』
　12／３　14：00～16：00　しらさわ夢図書館視聴覚室
　④説明　『今後の活動について』
　Ｈ24　１／24　10：00～11：00　しらさわ夢図書館視聴覚室

２．募集対象・人数　　市民および在勤者　30人
３．申込み方法
　　図書館・公民館に備え付けの申込用紙で郵送・FAX で送付、
　または直接電話でも受付ます。
４．申込み締切日　　10月16日（日）
５．申込み先・問い合わせ先
　　しらさわ夢図書館
　　〒969－1203　本宮市白岩字堤崎500番地
　　☎44－2112　FAX 44－4284
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　平成23年９月分まで延長されていた子ども手当は、「平成23年度における子ども手当の支給等
に関する特別措置法」の成立により、平成23年10月以降制度が変わりますのでお知らせします。

■支給対象
　15歳到達後最初の３月31日までの間にある子ども（中学校修了前の子ども）を養育している方。

≪注意点≫
・離婚協議中で別居している場合など、一定の条件に該当されている場合は、子どもと同居している保護者が優先的に対象となります。
・児童養護施設に入所している子ども等については、施設の設置者等が対象になります。

区　　　　分 （旧） （新）

期　　　　間 Ｈ23年４月～Ｈ23年９月 Ｈ�3年10月～平成�4年３月 平成24年４月以降

支
給
月
額

３歳未満

13,000円

15,000円 ・児童手当法の改正を基本と
　し、新たな制度となります。
・所得制限については、平成
　24年６月以降（同年10月支
　給分）から適用されます。

※上記内容は、現時点での情
　報であり、今後変更される
　場合があります。

３歳以上
小学校終了前

第１子
第２子

10,000円

第３子以降 15,000円

中　学　生 10,000円

支　　給　　日
４・５月分 ６～９月分 10～１月分 ２・３月分

支給済 Ｈ23.10. ７ Ｈ�4. ２. ７ Ｈ�4. ６. ７

制 度 の 概 要

今まで子ども手当を受給していた方も含めて、平成24年３月31日までに、新たに申請する必要があります。

平成23年10月以降「子ども手当」を受給するためには？

■10月１日現在、子ども手当の受給資格がある方には、申請書をご自宅に郵送します。
［発送時期］平成�3年11月上旬

　申請書が届きましたら、窓口にて申請してください。
　※平成�4年３月末までに申請をすれば、10月分からの手当を受け取ることができます。

　※公務員の方は勤務先へ申請してください。

【認定請求に必要な添付書類等】
　・子ども手当認定請求書　　　　　　　　・請求者（保護者名義）の預金通帳
　・健康保険被保険者証の写し等
　・請求者と子どもの住所が異なる場合、「別居監護申立書」（子の住所が市外の場合は、子の世帯全員の住民票）

◆請求先・問い合わせ先　子ども福祉課　児童福祉係　☎33－1111（内線137）
　　　　　　　　　　　　白沢総合支所　市民福祉課　☎44－2114（直通）

平成23年10月から子ども手当制度が変わります

以下の方は、速やかに申請してください。（３月までに申請してもさかのぼって受け取れません）
　■10月以降にお子さんが生まれた方
　■10月以降に本宮市に転入した方
　　新たに受給資格が生じた日から15日以内に、速やかに窓口にて申請してください。
　　　※支給要件に該当するに至った日の翌月分からの手当を受け取ることができます

ご注意ください！
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平成24年度　保育所・幼稚園の入所入園児を募集します
　本宮市教育委員会では、平成24年４月に入所・入園する乳幼児を下記により募集します。
　なお、申し込み状況などによってはご希望の施設に入所・入園できない場合がありますのでご了承ください。
◆入所入園の問い合わせ先　幼保学校課　幼保教育係（内線235）

※定員に余裕がある場合のみ通園区域以外からも入園できます（入園決定は翌年の２月上旬になります）。
※（仮称）五百川幼保一元化施設は、保育所と幼稚園の機能を併せた新施設です。平成24年４月に開所します。
◆申込方法　五百川幼保一元化施設は、えぽかにて受付を行い、その他の幼稚園は各園にて受付ますので、幼

保学校課および各幼稚園にある『入園申込書』に必要事項を記入のうえ、提出してください。
※『入園申込書』は本宮市のホームページよりダウンロードできます。
◆申込期間　平成�3年10月13日（木）・14日（金）午前９時～午後４時
　　　　　　（受付日に都合のつかない方は、幼保学校課にご相談ください）。

◆募集施設・保育時間および保育料

※通常保育の保育料は、入所児の年齢や父母などの所得税額などで決定いたします。
※土曜保育を利用しない場合は、通常保育料の約17％減となります。
◆申込方法　平成23年10月13日（木）・14日（金）の両日午前９時～午後４時にえぽかメディアコーナーで受付し

ます。あらかじめ幼保学校課と各保育所にある『入所申込書』に、必要事項を記入し、関係書類
を添えてお持ちください。なお、当日は面接を行いますので、入所希望乳幼児と一緒にお越しくだ
さい（受付日に都合のつかない方は、幼保学校課にご相談ください）。

　　　　　　また、現在入所中の方に、提出いただく書類を各保育所で配布しますので、各保育所に提出ください。

◆募集施設・保育時間および保育料

幼稚園名 住　所 通園区域 保育時間・保育料
通常保育 預かり保育

（仮称）
五百川

幼保一元化施設
荒井字山神23－１ 五百川小学校区

●保育時間
　午前８時～午後１時
　（午前８時～８時30分

間は登園時間）
●保 育 料
　月額：4,000円
　（市民税額による減免

措置あり）
※お弁当を持参してく

ださい。
※保護者が就労されて

いる場合は、希望によ
り早朝保育を実施し
ています。

【基本利用】
●保育時間　通常保育後～午後６時
　（土曜日・長期休業期間は午前７時～

午後６時）
●保 育 料（市民税額による）
　月額：2,000円～7,000円
　日額：500円
※おやつ代を含みます。
【延長利用】
●保育時間　午後６時～午後７時
●保 育 料
　月額：2,000円　日額：100円
※預かり保育の利用申込受付は入園決

定後に行います。

岩　根
幼稚園

岩根字下年神92－1
（☎39－2109） 岩根小学校区

和　田
幼稚園

和田字学校前３
（☎44－3115） 和田小学校区

糠　沢
幼稚園

糠沢字原23
（☎44－3116） 糠沢小学校区

白　岩
幼稚園

白岩字馬場166
（☎44－2216） 白岩小学校区

幼 稚 園 入園できる幼児 市内に住所を有し、平成18年４月２日から平成20年４月１日までに生ま
れた幼児

保育所名 住　所 受入年齢 保育時間（保育料）
通常保育※ 土曜保育※ 延長保育

本宮第１保育所 本宮字馬場27－１
（☎33－2446） 満１歳～ ●保育時間

　午前７時45分　
～午後６時

※就労時間により
早朝保育を実施
しています。

●保育時間
　午前７時～午後６時

　第１、第２、第３は第
２保育所で保育。

　（仮称）五百川幼保一元
化施設、白沢、もとみ
や幼児の家はそれぞれ
各保育所で保育。

●保育時間
　午後６時～午後７時
●保 育 料
　月額：2,500円本宮第２保育所 高木字大学80－1

（☎33－3750） 満６カ月～

本宮第３保育所 本宮字兼谷平116
（☎33－3804） 満１歳～

（仮称）
五百川

幼保一元化施設
荒井字山神23－１ 満６カ月～

白沢保育所 糠沢字五味内211
（☎44－3117） 満６カ月～

もとみや幼児の
家保育園

仁井田字桝形42－60
（☎34－3640） 満６カ月～

●保育時間
　午後６時～午後７時
●保 育 料
　日額：100～200円

保 育 所 入所できる乳幼児 市内に住所を有し、仕事や疾病、妊娠などのために家庭で保育できない
と認められる、集団保育可能な小学校入学前の乳幼児。

知らせお
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ここから下は広告欄です。内容についてのお問い合わせは、直接、広告主の方へお願いします。
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肝臓の働きを助ける！

本宮特産品
ビール酵母 で頑張ろう!卵油
本宮烏骨鶏生産組合
〒969－1106福島県本宮市岩根字苗代田8－1
TEL／FAX：0243-39-2775

水道工事はお任せ　本宮市水道工事指定店会
オ

オ

ナ

ミ

㈱（
３
３
―
１
０
０
１
）

　

本
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光
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本
宮
市
本
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字
南
町
裡
１
４
４
番
地
１

！

10月�1日（金）
12：00 交通規制開始、露店出店
13：00 先囃子合同出発式
17：30 先囃子合同火入れ式
21：30 露店閉店
22：00 交通規制解除

10月��日（土）
８：00 先囃子運行

（～15：35　３部合同運行）
９：00 本宮一中研学祭パレード

（雨天の場合は23日に延期）
交通規制開始

10：00 神輿渡御（～15：35）
安達太良太鼓奉納

15：30 真結女御輿運行
16：30 裸神輿

（防災センター～安達太良神社）
21：30 露店閉店
22：00 交通規制解除

10月�3日（日）
８：00 先囃子運行
９：00 交通規制開始
19：30 先囃子合同解散式

（駅前Ｔ字路）
21：00 露店閉店
22：00 交通規制解除

もとみや秋祭り開催のお知らせ
　10月21日から23日の３日間、もとみや秋祭
りが開催されます。
　21日は先

さ き

囃
ば や

子
し

合同出発式や先囃子合同火入
れ式、22日は真

ま

結
ゆ

女
み

御
み

輿
こ し

や裸神輿、23日は先
囃子解散式など、多彩な内容となっています。
※しらさわ秋祭りについては広報もとみや11月
　号でお知らせします。
◆問い合わせ先　本宮市観光物産協会
　（商工労政課内）（内線151）

※イベント内容や時間などが変更になる
　場合があります。

　

本
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◆
部
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①
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あ
い
部
門

本
宮
市
の
四
季
折
々
の
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し
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自
然
や
心
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る
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事
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街
並
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や
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然

の
ふ
れ
あ
い
な
ど
の
写
真
。

②
祭
り
部
門

も
と
み
や
秋
祭
り
・
春
日

神
社
太
々
神
楽
・
鹿
島
神

社
太
々
神
楽
の
写
真

※
右
記
以
外
の
祭
り
・
イ

ベ
ン
ト
な
ど
は
、
風
景
ふ

れ
あ
い
部
門
の
受
付
と
な

り
ま
す
。

③
安
達
太
良
ビ
ュ
ー
部
門

本
宮
市
内
か
ら
安
達
太
良

を
撮
影
し
、
市
内
も
写
っ

た
写
真
。

④
市
民
部
門

テ
ー
マ
は
自
由
。
市
内
在

住
の
方
な
ら
ど
な
た
で
も

応
募
で
き
ま
す
。
た
だ
し

風
景
ふ
れ
あ
い
部
門
、
祭

り
部
門
に
応
募
さ
れ
た
方

は
市
民
部
門
へ
は
応
募
で

き
ま
せ
ん
。

◆
応
募
方
法

応
募
表
を
作
品
の
裏
面
に
、

１
点
ご
と
に
貼
付
し
、
応

募
先
ま
で
送
付
、
ま
た
は

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
応
募
締
切

平
成
24
年
２
月
29
日
（
水
）

当
日
消
印
有
効

◆
応
募
資
格

風
景
ふ
れ
あ
い
部
門
、
祭

り
部
門
、
安
達
太
良

ビ
ュ
ー
部
門
は
資
格
を
問

い
ま
せ
ん
が
、
市
民
部
門

は
市
内
在
住
の
方
に
限
り

ま
す
。

◆
応
募
規
定

作
品
は
４
ツ
切
判
（
ワ
イ

ド
可
、
組
写
真
は
不
可
）

で
、
余
白
ま
た
は
余
黒
は

20
㎜
以
内
の
も
の
と
し
、

カ
ラ
ー
ま
た
は
モ
ノ
ク
ロ
ー

ム
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ

作
品
の
応
募
も
可
と
し
ま

す
が
、
写
真
店
に
依
頼
さ

れ
た
プ
リ
ン
ト
（
ホ
ー
ム

プ
リ
ン
ト
不
可
）
で
提
出

さ
れ
た
も
の
に
限
り
ま
す

※
応
募
規
定
な
ど
、
詳
し

く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

◆
応
募
先

①
市
役
所
商
工
労
政
課
観

光
物
産
係
（
持
参
の
み
）

②
中
央
公
民
館
（
持
参
の

み
）

③
白
沢
ふ
れ
あ
い
文
化

ホ
ー
ル
（
持
参
・
送
付
）

◆
問
い
合
わ
せ
先

白
沢
ふ
れ
あ
い
文
化
ホ
ー
ル

☎
４
４―

３
１
８
５

〒
９
６
９―

１
２
０
３

本
宮
市
白
岩
字

 

堤
崎
４
９
４―

４
４

第
５
回
本
宮
市
写
真
コ
ン
ク
ー
ル
作
品
大
募
集

◆日　　程　10月22日（土）※雨天の場合10月23日（日）
◆参加資格　16歳以上の健康な女性
◆参 加 料　1,500円（髪結代、保険料など）
◆申込期限　10月14日（金）
◆申込方法　市役所商工労政課までお問い合わせください。
◆申込・お問い合わせ先　本宮市観光物産協会（商工労政課内）（内線151）
　　　　　　　　　　　　http://www.off-k.biz/mayumi/

真
ま

結
ゆ

女
み

御
み

輿
こ し

担ぎ手大募集！
～もとみや秋祭り真結女御輿の担ぎ手を募集しています～
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ここから下は広告欄です。内容についてのお問い合わせは、直接、広告主の方へお願いします。

住宅設備・水廻りのリフォーム　見積および相談無料
業務用家庭用／ストーブ　ファンヒーター　エアコン販売　設置工事
超省エネ機種／石油　ガス　電気　各種給湯機器類

各種器具・水栓類・機械機器類の修理メンテナンス

TEL33－5242　　FAX34－1240
本宮市上水道・下水道工事指定店
〒969-1168　本宮市本宮字一ツ屋12－７

TOTOリモデルクラブ店会員の店
Eメール　takamatsu.remo@gmail .com

真心・親切、お客様の足となり日々安全運転！
一般貸切旅客自動車運送業
　　　　小型バスから大型バスまで

〒969－1101　福島県本宮市高木字猫田53－１
0243－34－4450TEL 0243－34－4481FAX

観光・研修会・冠婚葬祭等バスのご用命は

協和交通株式会社

第
４
回『
親
子
に
こ
に
こ
広
場
』開
催

え
ぽ
か
子
育
て
支
援
事
業

「
い
っ
し
ょ
に
あ
そ
ぼ
う
」開
催

第
３
回

市
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
開
催

東
日
本
大
震
災
で
被
災
し
た
皆
様
へ

介
護
保
険
に
関
す
る
負
担
軽
減
措
置
に
つ
い
て

健
康
力
ア
ッ
プ
事
業

食
の
力
講
座（
第
３
弾
）開
催

◆
日
時　

10
月
24
日（
月
）午
後
１
時
30
分
か
ら

◆
会
場　

え
ぽ
か　

健
康
増
進
広
場

　

※
白
沢
総
合
支
所
発
12
時
40
分
で
（
旧
）
総
合

支
所
を
通
る
送
迎
バ
ス
を
運
行
し
ま
す
。
ど
う

ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。（
申
込
み
不
要
）

◆
講
師　

境
野
米
子
先
生

◆
講
演
内
容　
「
放
射
能
と
食
生
活
」
と
題
し
て
、

体
内
に
入
っ
た
放
射
能
を
排
出
し
や
す
く
す
る

食
生
活
に
つ
い
て
お
話
を
い
た
だ
き
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

保
健
課
（
え
ぽ
か
内
）

　

健
康
増
進
係　

☎
６
３―

２
７
８
０

　

福
島
県
臨
床
心
理
士
会
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
環

と
し
て
、『
親
子
に
こ
に
こ
広
場
』
を
開
催
し
ま
す
。

被
災
を
体
験
し
た
、
多
く
の
子
ど
も
た
ち
の
心
と

身
体
に
は
、
い
ろ
い
ろ
な
変
化
が
起
こ
り
ま
す
。
リ

ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
や
親
子
遊
び
を
通
し
て
ス
ト
レ
ス

を
解
消
し
ま
せ
ん
か
。
お
母
さ
ん
同
士
で
悩
み
を
話

し
合
っ
た
り
、
心
理
士
が
個
別
相
談
も
お
受
け
し
ま

す
。

◆
対
象　

就
学
前
の
お
子
さ
ん
と
お
母
さ
ん

　
　
　
　

先
着
定
員
20
組

◆
場
所　

え
ぽ
か　

健
康
増
進
広
場

◆
日
時　

10
月
14
日
（
金
）

　
　
　
　

午
前
10
時
か
ら
午
前
11
時
30
分

◆
参
加
費　

無
料

◆
ス
タ
ッ
フ　

臨
床
心
理
士
、
保
育
士

◆
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

　

保
健
課
（
え
ぽ
か
内
）

　

健
康
増
進
課　

☎
６
３―

２
７
８
０

　

今
年
も
、
郡
山
女
子
大
学
短
期
大
学
部
の
学
生

さ
ん
た
ち
が
え
ぽ
か
に
や
っ
て
き
ま
す
。

　

お
姉
さ
ん
た
ち
と
一
緒
に
親
子
で
楽
し
い
時
間
を

過
ご
し
ま
せ
ん
か
。

　

入
場
無
料
で
す
。
た
く
さ
ん
の
方
の
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

◆
日
時

　

第
１
回　

10
月
29
日
（
土
）

　
　

午
前
10
時
30
分
か
ら
11
時
30
分

　

第
２
回　

11
月
26
日
（
土
）

　
　

午
前
10
時
30
分
か
ら
11
時
30
分

　

第
３
回　

12
月
17
日
（
土
）

　
　

午
前
10
時
30
分
か
ら
11
時
30
分

　

第
４
回　

１
月
28
日
（
土
）

　
　

午
前
10
時
30
分
か
ら
11
時
30
分

◆
場
所　

え
ぽ
か　

健
康
増
進
広
場

◆
問
い
合
わ
せ
先　

え
ぽ
か　

☎
６
３―

２
７
８
０

　

市
民
の
皆
さ
ん
の
親
睦
と
交
流
を
深
め
る
た
め
、

市
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

◆
日
時　

10
月
27
日
（
木
）

　

午
前
９
時
か
ら
午
後
２
時

　
（
受
付　

午
前
８
時
30
分
か
ら
）

　

※
雨
天
の
場
合　

10
月
28
日
（
金
）

◆
場
所　

本
宮
運
動
公
園　

多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド

◆
参
加
資
格

　

20
歳
以
上
の
市
内
在
住
・
在
勤
者

◆
申
込
方
法

　

中
央
公
民
館
お
よ
び
白
沢
公
民
館
に
備
え
付
け

て
あ
る
申
込
書
で
お
申
込
く
だ
さ
い
。

◆
参
加
費　

３
０
０
円
（
申
込
時
に
納
入
）

◆
申
込
期
限　

10
月
６
日
（
木
）

◆
競
技
方
法　

男
女
別
個
人
戦

◆
表
彰

　

個
人
賞
（
１
位
か
ら
15
位
ま
で
）

　

ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
賞

◆
そ
の
他

　

小
雨
決
行
。
雨
具
・
昼
食
・
筆
記
用
具
を
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。

　

※
ク
ラ
ブ
・
ボ
ー
ル
の
な
い
方
は
事
務
局
で
準
備

し
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー　

☎
３
３―

２
６
１
１

　

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
家
屋
に
半
壊
以
上
の
被

害
を
受
け
た
方
な
ど
を
対
象
に
、介
護
保
険
の
利
用

者
負
担
金
な
ど
の
減
免
制
度
が
あ
り
ま
す
。減
免
内

容
な
ど
に
つ
い
て
は
介
護
保
険
係
へ
お
問
い
合
せ
く

だ
さ
い
。

◆
減
免
対
象
者

　

介
護
保
険
の
被
保
険
者
ま
た
は
、そ
の
属
す
る
世

帯
の
主
た
る
生
計
維
持
者
が
震
災
に
よ
り

　

①
居
住
（
所
有
）
す
る
住
宅
が
半
壊
以
上
の
損

害
を
受
け
た
場
合

　

②
死
亡
、
障
が
い
者
、
長
期
入
院
ま
た
は
行
方

不
明
と
な
っ
た
場
合

　

③
業
務
を
休
廃
止
ま
た
は
失
職
と
な
り
収
入
が

著
し
く
減
少
し
た
場
合

　

④
原
発
の
事
故
に
よ
り
、政
府
の
避
難
指
示
な
ど

の
対
象
に
な
り
、本
宮
市
に
転
入
し
た
場
合

◆
申
請
手
続
き

　

減
免
対
象
の
申
請
書
に
罹
災
証
明
書
を
添
付

（
本
宮
市
発
行
の
場
合
は
省
略
可
）
し
、
高
齢
福

祉
課
へ
提
出
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

高
齢
福
祉
課　

介
護
保
険
係
（
内
線
１
１
９
）
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米粉商品できました！

　

TEL：0 2 4 3（ 2 4）1 3 6 3　
本宮市青田字寄松100
http://miine.co.jp

今話題の

◆米粉パン　　【ふんわりモチモチでほんのり甘いパンです】
◆米粉クッキー　【サクサクの食感。プレーン・チョコ・バターの三種類です】

その他、お米・コシヒカリ純米酒・お漬物なども多数ご用意しております。
詳しくは、HP又はお電話にてお問い合わせ下さい。

御稲（みいね）プライマル㈱

　

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
浄
化
槽
に
被
害
を
受

け
、
修
復
が
困
難
で
、
新
た
に
浄
化
槽
を
設
置

す
る
方
に
対
し
、
浄
化
槽
設
置
費
用
の
一
部
を

補
助
し
ま
す
。
ま
た
、
汲
み
取
り
便
槽
・
単
独

処
理
浄
化
槽
か
ら
合
併
浄
化
槽
へ
の
転
換
、
浄

化
槽
の
新
設
に
つ
い
て
も
、
設
置
整
備
費
用
の

補
助
制
度
が
あ
り
ま
す
。

◆
対
象
者

・
下
水
道
な
ど
の
事
業
認
可
区
域
外
に
お
住
ま

い
で
、
震
災
に
よ
り
浄
化
槽
に
被
害
を
受
け
、

修
復
が
困
難
な
方
。

・
下
水
道
な
ど
の
事
業
認
可
区
域
外
に
新
た
に

浄
化
槽
を
設
置
す
る
方
。

・
市
税
、水
道
料
金
な
ど
に
滞
納
が
な
い
方
。

※
震
災
に
よ
り
被
害
を
受
け
た
浄
化
槽
を
入
れ

替
え
る
場
合
は
、
罹
災
証
明
書
の
確
認
と
被

害
を
受
け
た
浄
化
槽
の
写
真
・
図
面
等
が
必

要
に
な
り
ま
す
。

　

補
助
制
度
の
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、
上

下
水
道
課
下
水
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

上
下
水
道
課　

☎
６
３―

１
１
３
２

　

福
島
県
で
は
、
ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
（
Ｂ
型
肝

炎
、
Ｃ
型
肝
炎
）
を
は
じ
め
と
す
る
肝
疾
患
に

つ
い
て
の
不
安
や
悩
み
を
持
つ
方
々
に
対
し
専

任
の
相
談
員
が
相
談
に
応
じ
、
患
者
や
家
族
な

ど
の
皆
さ
ん
の
精
神
的
負
担
の
軽
減
を
図
る
た

め
相
談
セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

◆
相
談
方
法　

電
話
、
面
談
に
よ
る
相
談

　
　
　
　
　
　
（
面
談
は
事
前
予
約
が
必
要
）

◆
相
談
場
所　

県
立
医
科
大
学
付
属
病
院
内

　
　
　
　
　
　

県
肝
疾
患
相
談
セ
ン
タ
ー

◆
受
付
時
間　

毎
週
月
・
水
曜
日

　
　
　
　
　
　

午
後
２
時
か
ら
５
時

　
　
　
　
　
　
（
祝
祭
日
を
除
く
）

◆
対
象
者　

肝
疾
患
の
患
者
、
無
症
候
性
キ
ャ

　

リ
ア
お
よ
び
家
族
な
ど

◆
そ
の
他　

相
談
は
無
料

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

福
島
県
肝
疾
患
相
談
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
２
４―

５
４
７―

１
４
１
４
（
直
通
）

【
介
護
基
本
講
座
～
ら
く
ら
く
介
護
～
】

◆
開
催
日
時
・
内
容

　

11
月
５
日
（
土
）　

ベ
ッ
ド
周
り
の
介
助
方
法

　

11
月
19
日
（
土
）　

様
々
な
用
具
を
使
用
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　

移
動
方
法

　

平
成
24
年

　

１
月
14
日
（
土
）　

食
事
の
介
助
と
そ
の
工
夫

　

１
月
21
日
（
土
）　

高
齢
者
の
栄
養
と
食
事

　

２
月
18
日
（
土
）　

排
せ
つ
の
お
世
話
と
そ
の

　
　
　
　
　
　
　
　

方
法

　

３
月
17
日
（
土
）　

清
潔
を
保
つ
た
め
の
方
法

　

各
回　

午
後
１
時
か
ら
４
時

【
介
護
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
講
座
】

◆
開
催
日
時
・
内
容

　

11
月
12
日
（
土
）　

高
齢
者
疑
似
体
験

　

11
月
26
日
（
土
）　

介
護
保
険
の
仕
組
み
と
利

　
　
　
　
　
　
　
　

用
法

　

12
月
10
日
（
土
）　

認
知
症
を
知
る

　

平
成
24
年

　

１
月
28
日
（
土
）　

病
気
と
介
護

　

２
月
25
日
（
土
）　

福
祉
用
具
と
住
宅
改
修

　

３
月
10
日
（
土
）　

介
護
者
と
家
族
の
心
の
ケ
ア

　

各
回　

午
後
１
時
か
ら
３
時

◆
場
所　

二
本
松
市　

県
男
女
共
生
セ
ン
タ
ー

◆
受
講
料　

無
料

◆
定
員　

各
先
着
30
人

◆
申
込
方
法　

電
話
で
直
接
、
県
社
会
福
祉
協

議
会
二
本
松
事
務
所
（
県
男
女
共
生
セ
ン

タ
ー
内
）
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

　

☎
２
３―

８
３
０
６

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
３
３―

１
１
１
１
（
内
線
１
１
７
）

震
災
に
よ
り
被
害
を
受
け
た

浄
化
槽
へ
の
設
置
支
援
補
助
に
つ
い
て

福
島
県
肝
疾
患
相
談
セ
ン
タ
ー
の

ご
案
内

「
介
護
」に
つ
い
て
一
緒
に
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

平
成
23
年
度　
県
民
介
護
講
座
の
ご
案
内

ごみの収集を行います

　ハチが活発に活動する時期は、７月から11月までと長く、それに伴っ
て刺傷被害も多く発生しています。ハチの刺傷によって人が死亡する
ケースは、厚生労働省の調べでは毎年約21件も発生しています。
ハチに刺されないために、次の３つを心がけましょう。
　１．野外での活動は、黒い服装を避け帽子をかぶる
　２．野外での活動は、なるべく香水やヘアートニックを使用しない
　３．ハチを見つけても手で払うなど、刺激を与える急な動きをとらない
万が一ハチに刺されてしまったら、次の３つを実施しましょう。
　１．傷口から毒を絞り出す
　２．傷口を洗い、冷却する
　３．吐き気や、むくみがでたら、直ちに医療機関に向かう
◆問い合わせ先
　安達地方広域行政組合　南消防署　☎33－2875

ハチ、あぶな～い！

10月10日（月）体育の日
　通常通り、ごみの収集を行います。な
お、もとみやクリーンセンターへの個人
搬入はできませんので、ご注意ください。
◆問い合わせ先
　もとみやクリーンセンター

☎33－5499
　生活安全課　環境保全係

☎33－1111
　白沢総合支所　市民福祉課　生活環境係

☎44－2114

平成24年４月１日からは、地上デジタル放送へと切り替わりますので、
引き続き移行準備をよろしくお願いします。
◆問い合わせ先　　　地デジコールセンター　　　☎0570－07－0101

福島県の地上アナログ放送は
平成24年３月末で終了します。
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お
知
ら
せ

募　

集

健　

康

福　

祉

イ
ベ
ン
ト

教　

育

観
光
・
文
化

事
業
者

ここから下は広告欄です。内容についてのお問い合わせは、直接、広告主の方へお願いします。

ありがとう
心静かに手を合わす。

豊かな緑に囲まれた静寂な施設なか、

など、満足のいくサービスを提供いたします。

祭 壇　葬儀用品　お料理　花 輪　贈答品祭 壇　葬儀用品　お料理　花 輪　贈答品

杜の中の斎場
ほうりん斎場　二本松市上竹２－286－１
ほうりん法要ホール　TEL.0243－23－5520　FAX.0243－22－7377
東 和 斎 場　二本松市針道字鍛冶屋敷 15－１
大 山 斎 場　大玉村大山字玉貫 19－７
福島平野斎場　福島市飯坂町平野字大前田１－４
　　　　　　TEL.024－542－6444　FAX.024－542－4960

●年中無休　●24時間受付　●大駐車場完備
ほうりん大山斎場

0120－43－1194
ヨ サン イ イ ク ヨー

　

県
で
は
、
借
金
・
多
重
債
務
問
題
や
震

災
関
連
の
問
題
な
ど
様
々
な
消
費
生
活
相

談
に
対
応
す
る
た
め
、
弁
護
士
・
司
法
書

士
に
よ
る
法
律
相
談
、
生
活
設
計
等
の
専

門
家
で
あ
る
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
プ
ラ
ン

ナ
ー
（
以
下
「
Ｆ
Ｐ
」）
に
よ
る
生
活
再

建
等
相
談
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

◆
日
時

【
弁
護
士
・
司
法
書
士
に
よ
る
法
律
相
談
】

　
（
平
日
）
原
則
毎
週
月
・
木
曜
日

 

午
後
１
時
か
ら
午
後
５
時

　

※
相
談
者
一
人
あ
た
り
30
分

　

相
談
方
法
：
来
所
相
談
（
要
予
約
）

　
　
　
　
　
　

お
よ
び
電
話
相
談

　
（
休
日
）
原
則
毎
月
第
４
日
曜
日

 

午
前
10
時
か
ら
午
後
３
時

　

※
相
談
者
一
人
あ
た
り
１
時
間

　

相
談
方
法
：
来
所
（
要
予
約
）

【
Ｆ
Ｐ
に
よ
る
生
活
再
建
等
相
談
】

　
（
相
談
日
）
原
則
毎
月
第
４
木
曜
日

 

午
後
１
時
か
ら
５
時

　

※
相
談
者
一
人
あ
た
り
30
分

　

相
談
方
法
：
来
所
相
談
（
要
予
約
）

　
　
　
　
　
　

お
よ
び
電
話
相
談

◆
会
場

　

福
島
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　

福
島
市
中
町
８―

２　

自
治
会
館
１
階

◆
予
約
・
問
い
合
わ
せ
先

　

福
島
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
相
談
電
話

　

☎
０
２
４―

５
２
１―

０
９
９
９

▽
住
友
生
命
保
険
相
互
会
社

　
（
福
島
支
社
長　

宮
崎　

茂
さ
ん
）

　

◎
小
学
校
の
教
育
振
興
の
た
め

　

・
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル 

21
個

▽
石
澤　

茂
さ
ん
（
浪
江
町
権
現
堂
）

　

◎
本
宮
市
の
福
祉
向
上
の
た
め

　

・
現
金 

３
万
円

 

▽
湯
浅
理
恵
子
さ
ん
（
本
宮
字
塩
田
入
）

　

◎
中
学
校
の
教
育
振
興
の
た
め

　

・
岩
波
ジ
ュ
ニ
ア
新
書 

８
０
９
冊

▽
も
と
み
や
か
る
た
実
行
委
員
会

　
（
実
行
委
員
長　

伊
藤
豊
子
さ
ん
）

　

◎
文
化
伝
承
の
た
め

　

・
も
と
み
や
か
る
た 

63
セ
ッ
ト

▽
有
限
責
任
会
社
フ
ォ
イ
ト
（
ド
イ
ツ
）

　
（
社
長　

ヒ
ュ
ー
ベ
ル
ト　

リ
ン
ハ
ー
ド
さ
ん
）

　

◎
震
災
復
興
を
願
い
岩
根
小
学
校
に
太

　
　

陽
光
発
電
設
備
整
備
の
た
め

　

・
現
金 

10
万
ユ
ー
ロ

　
（
日
本
円
換
算
で
約
１
千
１
０
０
万
円
）

▽
長
峰
利
樹
さ
ん
（
静
岡
県
富
士
市
）

▽
福
島
県
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
協
会

　
（
会
長　

渡
部
貴
人
さ
ん
）

　

◎
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
へ
の
支
援
の
た
め

　

・
ド
ッ
チ
ビ
ー

　
　
　

フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク 

31
枚

　
　
　

技
術
指
導

　
　
　

公
式
ル
ー
ル 

１
部

▽
本
宮
市
白
沢
赤
十
字
奉
仕
団

　

・
現
金 

７
万
８
千
７
４
０
円

善
意
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

あ
な
た
の
悩
み
を
一
緒
に
解
決
し
ま
せ
ん
か
？

消
費
生
活
無
料
法
律
相
談
・
生
活

再
建
等
相
談
の
実
施
に
つ
い
て

▲左から佐藤陸さん、伊藤豊子さ
ん、原瀬教育長、伊藤誠重さん、
国分岩子さん、伊藤芳雄さん、
渡辺宮子さん

▲左から高松市長、高野
恭子さん、佐藤英子さ
ん、吉田正子さん、矢島
八重子さん

▲高松市長に善意を手渡
す石澤茂さん（右）

東
日
本
大
震
災
に
伴
う

　
　

災
害
義
援
金

▲左から高松市長、長峰
利樹さん、渡部貴人会
長、新妻義成さん
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ここから下は広告欄です。内容についてのお問い合わせは、直接、広告主の方へお願いします。

お
知
ら
せ
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康
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ン
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・
文
化

事
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知らせお

本宮市本宮字
＆ コテージ

《営業時間》　…年中無休…
・一回入浴　AM９：00～PM８：00
・休　　憩　AM９：00～PM４：00
・宿　　泊　PM３：00～翌日AM10：00
年中同じ宿泊料金です！

〒969-1302　福島県安達郡大玉村玉井字前ヶ岳国有林７林班に13小班

大人１名様１泊２食付
３名様以上１室 ２名様１室
6,700円 8,000円

※入湯税150円別
《無料送迎》：ご宴会…15名様以上、ご宿泊…少人数でも伺います。

TEL：0243-48-2026
FAX：0243-48-4554

《ご予約・お問い合わせ》

納期のお知らせ

市県民税 ３期
国民健康保険税 ４期
介護保険料 ４期
後期高齢者医療保険料 ３期
上下水道使用料 ８・９月分
集落排水使用料 ８・９月分
住宅使用料 10月分
住宅駐車場使用料 10月分
保育所・幼稚園保育料 10月分
放課後児童保育料 10月分

納期限　10月31日（月）
※口座振替をご利用の方は、上記納期限の前日までに、

残高の確認をお願いします。

漏水当番のお知らせ

　月　日　　　水道工事指定店　電話番号

10月１日（土）　㈱小山設備 33-3031
10月２日（日）　㈲佐藤商会 33-5875
10月８日（土）　㈱タカマツ 33-5242
10月９日（日）　㈲須藤住機工業 48-2357
10月10日（月）　㈲浜野和水道 33-2788
10月15日（土）　㈲本宮設備 33-2592
10月16日（日）　オオナミ㈱ 33-1001・33-2412
10月22日（土）　㈲光設工業所 48-2413・33-1895
10月23日（日）　㈱小山設備 33-3031
10月29日（土）　㈲佐藤商会 33-5875
10月30日（日）　㈱タカマツ 33-5242
11月３日（木）　㈲須藤住機工業 48-2357
11月５日（土）　㈲浜野和水道 33-2788
11月６日（日）　㈲本宮設備 33-2592
※宅内の漏水で、早急に修理の必要がある場合のみの対応となり

ます。通常の修理には対応できませんので、ご了承ください。

市のすがた（平成23年９月１日現在）

（ 　）は、対前月比

男　性 15,330人（－10）

女　性 16,023人（－9）

総人口 31,353人（－19）

世帯数 9,721世帯（3）

８月の交通事故発生状況

件 数 死 者 傷 者
本 年 14（85） 1（1） 15（96）
前 年 11（102） 1（2） 10（115）
増 減 3（－17） 0（－1） 5（－19）

郡山北警察署
本宮分庁舎より

（　　）は
１月からの累計

市営住宅の募集状況

知らせお

募集期間　10月３日（月）から10月14日（金）まで

場　　所 住宅名 戸数 間　　取　　り トイレ 募集方法

青田字戸ノ内95－１ 瀬戸川 1戸 6畳1室、3畳2室、Ｋ 汲取 一般公募

荒井字山神20－１ 瀬戸川 3戸 6畳1室、4.5畳1室、
3畳1室、Ｋ　外 汲取 一般公募

本宮字兼谷平136－１ 兼谷平 1戸 6畳2室、4.5畳1室、ＤＫ 水洗 一般公募

仁井田字村山７ 村　山 1戸 6畳3室、ＤＫ 水洗 一般公募

編
集
後
記

　

こ
の
春
本
宮
市
職
員
の

一
員
と
な
り
ま
し
た
。
ま

も
な
く
半
年
が
経
ち
ま
す

が
、
ま
だ
慣
れ
な
い
こ
と

も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

震
災
後
の
不
安
の
中
、
初

め
て
勤
務
し
た
時
の
気
持

ち
を
忘
れ
ず
に
、
頑
張
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
！

　

広
報
も
と
み
や
を
担
当

す
る
こ
と
に
な
り
、
毎
日

四
苦
八
苦
し
つ
つ
も
、
楽

し
み
な
が
ら
作
業
し
て
い

ま
す
。
少
し
ず
つ
レ
ベ
ル

ア
ッ
プ
し
て
い
き
た
い
で

す
。
皆
さ
ん
に
も
楽
し
ん

で
読
ん
で
い
た
だ
け
る
よ

う
、
頑
張
り
ま
す
！
ご
意

見
な
ど
あ
り
ま
し
た
ら
、

ぜ
ひ
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　
　

                   

○

◆問い合わせ先　建設課　建築係（内線145）

加



�3 広報もとみや10月号

10月２日（日）
いしわたクリニック（本宮市荒井字東学壇） 63－2826

（医）佐藤内科胃腸科医院【小児】（二本松市油井） 22－0174
整形外科内科　小林医院（二本松市根崎） 22－0682

10月９日（日）
（医）渡辺クリニック（本宮市高木字高木） 34－3311
土川内科小児科【小児】（二本松市槻木） 22－6688
ばばクリニック（二本松市油井） 24－7122

10月10日（月）体育の日
（医）坂本クリニック【小児】（本宮市本宮字千代田） 34－1188
（医）原医院（二本松市若宮）（二本松市若宮） 23－2111
（医）成美会　鈴木皮フ科クリニック（二本松市本町） 22－6877

10月16日（日）
（医）慈久会　谷病院（本宮市本宮字南町裡） 33－2721
（医）かさい小児科クリニック【小児】（二本松市油井） 22－8800
（医）安斎内科胃腸科医院（二本松市若宮） 22－3001

問い合わせ先　　　●保健課　健康増進係（えぽか内）　☎63－2780　　●白沢保健センター　☎44－4188

◎＝夜間（18：00～翌日８：00）、●＝休日＋夜間（８：00～翌日８：00）

10月23日（日）
（医）上遠野内科医院【小児】（本宮市本宮字荒町） 33－5866
佐久間内科小児科医院（二本松市本町） 22－0570

（医）菊慈会　きくち整形外科（二本松市油井） 23－2627

10月30日（日）
池田眼科医院（本宮市本宮字仲町） 34－4100

（医）森小児科医院【小児】（二本松市郭内） 22－3215
（医）慈水会　みずのクリニック（二本松市根崎） 23－5158

11月３日（木）文化の日
吉田耳鼻咽喉科（本宮市本宮字万世） 34－1330

（医）ダザイ胃腸科内科医院（二本松市表） 22－9255
佐久間内科小児科医院（二本松市本町） 22－0570

　病院群輪番制は、休日または夜間における入院治療を必要とする重症救急患者の医療を確保することを目的に、安達管内の病院（上記の４病院）が輪番制で診療にあたる
ものです。診療科については、病院にお問い合わせください。

※健診対象者には、個人通知をお送りします。（すでに受診している方は対象外となります。）
※健康診査には「母子健康手帳・バスタオル」をお持ちください。健康相談には「母子健康手帳」をお持ちください。
【「母子健康手帳」は、保健課（えぽか内）または白沢保健センターでのみ発行しております。】

月 10月 11月
日 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 13 14 15

曜　 日 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火
枡記念病院 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ● ◎ ● ◎ ◎
枡 病 院 ◎ ◎ ● ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ● ◎ ◎
谷 病 院 ● ◎ ◎ ● ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
二本松病院 ◎ ● ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ● ◎ ◎ ◎ ●

きぼうホットライン
本宮市心の健康づくり相談事業

☎0 2 4 3ー 3 4ー 5 5 6 0

　休日の診療に際しては、終了時間間際でなく、余裕
を持って受診されますよう、お願いいたします。
　なお、緊急を要する場合はこの限りではありません。

毎週水曜日　10：00から17：00まで

　現代社会では、多くの方がストレスを抱えて
生活しています。うつ病は、だれでもかかりう
る病気です。早めに気づくことが大切です。
　予約不要、秘密は厳守します。

10月の健診日程

日曜・祝日当番医　診療時間　９：00～17：00（昼休み12：00～14：00）　※は、９：00～12：00

病院群輪番制日程表

保健衛生だより保健衛生だより

☎024 3ー34ー55 6 0
（相談して）　　　　み よう　　 こ　こ　ろ まる

種　　　類 対　　　　　象 月　　日 受付時間 場　　所
４カ月児健康診査 平成23年６月１日～６月30日生まれ 10月27日（木） 13：00～13：30

えぽか
（本宮市民元気いき

いき応援プラザ）
※本宮字千代田地内

10カ月児健康診査 平成22年12月１日～12月31日生まれ 10月６日（木） 13：00～13：30

１歳６カ月児健康診査 平成22年３月８日～４月15日生まれ 10月５日（水） 13：00～13：30

３歳児健康診査 平成20年６月10日～７月９日生まれ 10月26日（水） 13：00～13：30

親と子の健康相談 妊婦・乳幼児～高校生の保護者
※プレママサークル同日開催（10：00～11：00） 10月14日（金） ９：30～11：00
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涼しさを感じて
　　　～えぽかにみどりのカーテン～

なつかしい想い出の写真をご紹介します。この写真の感想やエピソードを募集します。

なつかしの二枚

　今年もえぽかに緑のカーテンができました。節電
対策のため６月に植えた50本の朝顔が、見事なカー
テンに仕上がりました。つるが大きく伸び綺麗なブ
ルーの朝顔の花が、緑のカーテンを彩っていました。

自然を満喫
チャレンジ・ザ・サマーイン直島

▲モンゴルのテント「パオ」に 
　宿泊

▲お別れ前の記念撮影  　

▲力を合わせて班ごと発表会の準備  　

▲瀬戸内海で海遊び

　８月21日から25日までの５日間、チャレンジ・ザ・サマー
イン直島2011が香川県直島で行われ、市内の小学生27人
が参加しました。チャレンジ・ザ・サマーイン直島は、東
日本大震災で被災した子どもたちに少しでも夏を楽しんで
もらおうと、ベネッセアートサイト直島が企画したもので、

本宮市の小学生が招待されまし
た。香川県の小学生も参加し環境
センターの見学・海ほたるの観察
やお祭り夕食会などで交流を深め
ました。思い出いっぱいの夏休み
となりました。


